· 消費生活相談

訪問販売等による悪質商法や不当請求、多重債務問題、クーリング・オフなどの相談は、まず、役場総務課庶務係　(電話８６-２５２５)　までお気軽にご相談ください。
あるいは、上田消費生活センター(電話０２６８－２７－８５１７)では、消費生活専門員が相談を受け付けていますのでどうぞご相談ください。
▼≪騙されないための心得５か条≫
☆不要なものは、はっきり断る！（「いいです。」・・でなく「いりません！」）

☆うまい話は、まず疑う！（そう簡単に、儲かる話しはありません！）

☆気軽に財産や個人情報を教えない！
（預金、年金額、預金先を訪ねる業者は要注意！預金通帳、印鑑は業者に渡さない！）

家族の勤め先、収入など個人的なことを聞かれても答えない！）

☆署名、押印はうかつにしない！(契約書は内容を確かめて納得してから契約を！　

 契約書・領収書は大切に保管しましょう。)

☆迷ったら一人で悩まず、まず相談をする！

(契約する前に家族、友人と相談し、困ったりしたら民生委員、ﾍﾙﾊﾟｰ、役場総務課庶務係、上田消費生活センター窓口に相談しましょう。)

· 悪質商法の手口（トラブルと解決方法）
★点検商法・・「無料の点検」にご注意！

床下や屋根、水まわりなど「無料で点検します」と言って家に上がりこみ、点検の結果「修理の必要がある」などと言って工事などの契約をさせる手口

★訪問販売・次々販売・・「いらない」といっても入れ替わり業者が訪問
一度契約すると、訪問の業者が必要のない商品やサービスを次々と販売して過剰な量の契約をさせる手口。複数の業者が入れ替わり次々と販売するケースもある。

【アドバイス】点検商法・訪問販売の業者には・・・・

　◎　見知らぬ業者は家にあげない！

　◎　必要のないものは「いりません」「お断りします」とはっきり断る！

　◎　屋根や床の点検、修理は、地元の信頼できる複数の業者から見積をもらってよく

　　　検討してから契約する

★ＳＦ（催眠）商法・・・会場の熱気につられて高額商品を契約

「無料で景品を配る」といって近くの会場に人を集めて、熱狂的な雰囲気に盛り上げ、「これ欲しい人は？早いもの勝ちだよ！」「買わないと損だ」という集団催眠状況を作り出し高額な商品を売りつける。　いつも間にか高額なふとんや健康器具を買う羽目に！！　
【アドバイス】・・・　◎催眠商法の会場には行かないのが一番！　　　　　　　
　◎人集めの誘いにのらない！人を誘わない！

★利殖（出資金）商法・・・せっかく貯めた預金を全部失って・・
　「・・絶対儲かる！」といって高額な儲け話を電話等で勧誘され、未公開株や社債、金、先物取引などの名目でお金を投資させようとします。

約束どおり配当されず、投資したお金がもどらないトラブルです。

【アドバイス】・・・◎簡単に儲かる話しはありません！　　契約しないこと！
　　　　　　　　　　　◎あいまいな返事はせず、一旦電話を切り家族に相談しましょう
★振り込め詐欺（オレオレ詐欺）・・次から次と新しい手口で！
電話で「オレだよ、俺。」「私よ、私だけど・・」「電話番号が変わった・・」「風邪をひいて声変わった！」と孫や甥、姪などの親族を装い、トラブル等で急にお金が必要になったと言って現金を指定口座に振り込みをさせる。
【アドバイス】・◎急な振込み依頼の電話はまず疑う！
◎電話を切って、再度今まで知っている連絡先に電話して確認する！

 ◎まわりの人に相談！

◎家族でしかわからない話題や合言葉を決めておく。

★架空請求・・突然に身に覚えのない？・・請求が届いた！
「料金未納分」「民事訴訟」「差し押さえ」といった身に覚えのない内容のハガキが送られてきて、至急連絡するように迫る手口。公的機関に似た名称や裁判所、弁護士をかたり「裁判」、「訴訟」という文面で不安にさせ連絡させようとします。
【アドバイス】・・◎身に覚えのない請求は、絶対に連絡しない！・・無視する！

（連絡すると名前や電話番号など個人情報を聞き出され，お金を騙し取られることも・）







